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マンションや住宅・オフィス（建築分野）は、世界の温室効果ガス（GHG）排出の最

大の因子で、全使用エネルギーの約 3 分の 1 を占めます。そのため、エネルギー

効率の良い断熱技術を用いることは、省エネと GHG 排出削減に大きな効果を発揮

し、経済的にも有利なものとなります。  

 

化学技術を利用した建築資材は、建物のエネルギー効率を向上させることで、使

用エネルギーとそれに伴う GHG 排出の大幅な削減に重要な役割を果たすことが

期待されます。  

 

国際化学工業協会協議会（ICCA）と持続可能なエネルギーのための欧州評議会

（e5）には、建築分野における省エネ技術による GHG 排出削減について経験豊富

な専門家が集まっています。 

 

パネルディスカッションの内容： 

 

●公共政策によるアプローチ： 建築分野におけるエネルギー効率化技術の活用  

 

●湾岸地域の事業展望     ： GHG 排出削減の可能性を最大化する政策 

 

●現在の影響、今後の機会  ： エネルギーと GHG 排出削減に対する業界の貢献 

 

このサイドイベントは、これらの重要な内容に関して議論します。 

 

※なお、パネルディスカッションのパネラーは変更になる場合がございます。 

この件に関するお問い合わせ先 


